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１月10日㈪成人の日、肱川で毎年恒例の寒中水泳大会が行われました。
（関連記事を19ページに掲載）



１２月定例市議会

2○

広報 大洲－ おおず － ２０１１ ２月号

農林水産業費

○ イノシシの捕獲駆除を支援します。 736万円

○ 木質ペレットストーブの導入促進を図るため、ま

ちの駅「あさもや」にストーブを設置し、バイオ

マス事業のＰＲを行います。 55万円

教　育　費

○ 小学校の統廃合に伴い、それぞれの学校で閉校式

を行います。 324万円

○ 国指定の重要文化財である「如法寺仏殿」の解体

修理を支援します。 150万円

民　生　費

○ 高齢者介護施設のスプリンクラー設置を支援しま

す。 280万円

○ 乳幼児と母子家庭に係る医療費の増加に伴い、負

担費用を追加します。 1,414万円

総　務　費

○ 将来の予期しない財源不足に備えて、財政調整基

金に積み立てます。 ４億円

１２月定例市議会
開    会

　　

愛
媛
県
知
事
選
挙
に
お
い
て

中
村
時
広
氏
が
初
当
選
さ
れ
、

新
し
く
「
中
村
県
政
」
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

　

大
洲
市
と
し
て
は
、
肱
川
の

治
水
対
策
に
か
か
る
諸
案
件
の

早
期
解
決
を
は
じ
め
、
産
業
振

興
な
ど
南
予
地
域
の
活
性
化
に
、

ご
尽
力
い
た
だ
く
よ
う
期
待
す

る
次
第
で
す
。

〈
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
〉

　

現
在
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、

地
域
医
療
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
医
療
機
関
の
機
能

強
化
や
医
師
の
確
保
対
策
な
ど
、

地
域
医
療
に
か
か
る
課
題
を
解

決
す
る
た
め
の
費
用
に
充
て
る

た
め
、「
大
洲
市
地
域
医
療
対
策

基
金
」
を
設
置
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
立
大
洲
病
院
に
つ
い

て
は
、
市
立
大
洲
病
院
運
営
審

議
会
の
答
申
を
受
け
、
病
院
経

営
に
お
け
る
柔
軟
性
、
自
立
性
、

独
立
性
を
、
よ
り
発
揮
で
き
る

経
営
形
態
の
確
立
を
図
る
た
め
、

地
方
公
営
企
業
法
の
全
部
を
適

用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

平
成
22
年
第
６
回
大
洲
市
議
会
定
例
会
が
、
12
月
７
日（
火
）〜

21
日（
火
）ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
平
成
22
年
度
大
洲
市
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
の
予
算
関
係
13
件
、
大
洲
市
地
域
医
療
対
策
基
金
条
例
の

制
定
な
ど
の
条
例
関
係
７
件
、
人
事
案
件
２
件
、
新
た
に
生
じ

た
土
地
の
確
認
な
ど
そ
の
他
４
件
の
あ
わ
せ
て
26
議
案
が
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
、
ま
た
請
願
６
件
、
陳

情
１
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

衛　生　費

○ 地域医療の機能強化、医師確保などの対策を行う

ため、基金を設置します。 ３億円

○ 日本脳炎や新型インフルエンザなどの予防接種費

用の負担を軽減します。 1,853万円

市
長
の
議
案
提
案
内
容

（
要
旨
）
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〈
産
業
振
興
に
つ
い
て
〉

　

漁
業
関
連
施
設
を
は
じ
め
と

す
る
港
湾
施
設
の
充
実
と
し
て
、

愛
媛
県
と
大
洲
市
が
進
め
て
い

ま
し
た
長
浜
港
の
公
有
水
面
埋

め
立
て
に
よ
り
、
新
た
に
生
じ

た
約
５
万
５
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
の
土
地
に
つ
い
て
、
大
洲
市

の
区
域
と
し
て
編
入
す
る
手
続

き
を
と
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

〈
旧
末
永
家
住
宅
に
つ
い
て
〉

　

現
在
実
施
し
て
い
る
末
永
家

住
宅
「
旧
主
屋
並
び
に
百
帖
座

敷
」
の
改
修
工
事
が
年
内
に
完

了
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
貴

重
な
文
化
遺
産
と
し
て
保
存
す

る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
公
開
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
文
化
な

ど
の
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

〈
大
洲
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
に
つ
い
て
〉

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措

置
法
の
失
効
期
限
の
延
長
や
、
過

疎
地
域
要
件
の
追
加
な
ど
の
改

正
に
伴
い
、
旧
大
洲
市
を
含
め

た
全
市
を
対
象
に
し
、
新
た
に

策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

〈
基
金
へ
の
積
み
立
て
〉

　

将
来
の
予
期
し
な
い
財
源
不

足
に
備
え
る
た
め
、
財
政
調
整

基
金
に
４
億
円
を
、
減
債
基
金

に
２
億
円
を
積
み
立
て
ま
す
。

〈
地
域
医
療
対
策
基
金
の
設
置
〉

　

医
療
機
関
の
強
化
や
医
師
確

保
な
ど
、
地
域
医
療
に
係
る
課

題
解
決
を
図
る
事
業
を
実
施
す

る
た
め
、
３
億
円
の
基
金
を
造

成
し
ま
す
。

〈
感
染
症
の
予
防
対
策
〉

　

日
本
脳
炎
予
防
接
種
対
象
者

の
拡
大
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
単
価
増

に
よ
り
、
そ
の
予
算
を
追
加
措

置
し
ま
す
。

〈
有
害
鳥
獣
へ
の
対
策
〉

　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物
な

ど
の
被
害
が
拡
大
し
て
お
り
、

そ
の
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、

今
年
度
の
捕
獲
数
が
当
初
見
込

数
を
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
の

で
、
捕
獲
事
業
に
係
る
補
助
金

を
追
加
計
上
し
ま
す
。

〈
文
化
財
の
保
全
〉

　

国
指
定
の
重
要
文
化
財
で
あ

る
「
如に
ょ

法ほ
う

寺じ

仏
殿
」
の
保
存
修

理
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
た
め
、
今
年
度
計
画
さ
れ
て

い
る
事
業
費
に
対
す
る
市
補
助

金
を
予
算
計
上
し
ま
す
。

〈
補
正
予
算
の
概
要
〉

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
補
正

額
は
、
９
億
２
８
２
万
５
千

円
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
年

度
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、

２
５
２
億
１
１
５
３
万
１
千
円

と
な
り
、
前
年
度
同
期
予
算
と

比
較
す
る
と
３
・
０
％
の
減
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
、
特
別

会
計
お
よ
び
企
業
会
計
を
合

わ
せ
た
全
会
計
の
総
額
は
、

４
３
３
億
４
５
６
１
万
６
千
円

と
な
り
、
前
年
度
同
期
予
算
と

比
較
す
る
と
、
３
・
５
％
の
減
と

な
り
ま
す
。

〈
人
事
案
件
〉

　

議
会
の
同
意
を
受
け
た
人
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

教
育
委
員
会
委
員

　

稲
田
秀
一
【
河
辺
町
横
山
】

（
再
任
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

沖
村　

忠
【
中
村
】 
（
新
任
）

　

中
塚
義
己
【
蔵
川
】 
（
新
任
）

　

上
川
慶
信
【
長
浜
】 

（
新
任
）

　

北
川
敬
恒
【
肱
川
町
宇
和
川
】

（
新
任
）

　

河
本　

治
【
河
辺
町
三
嶋
】

（
再
任
）

平
成
22
年
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
に
、
次
の
み
な
さ
ん
か

ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
寄
付
金
は
、
お
選
び
い
た
だ
い
た
事

業
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

石
浦　

運
男　

様
（
東
京
都
）

井
上　
　

要　

様
（
愛
知
県
）

上
平　

謙
二　

様
（
福
岡
県
）

小
倉　

静
香　

様
（
和
歌
山
県
）

叶　
　

幸
夫　

様
（
東
京
都
）

叶　
　

文
栄　

様
（
埼
玉
県
）

河
野　

照
久　

様
（
大
阪
府
）

小
西　

昭
七　

様
（
神
奈
川
県
）

佐
相　

敬
一　

様
（
香
川
県
）

相
馬　

正
幸　

様
（
千
葉
県
）

谷　
　

正
之　

様
（
松
山
市
）

佃　
　

克
彦　

様
（
愛
知
県
）

筒
井　

紘
一　

様
（
京
都
府
）

中
川　
　

實　

様
（
千
葉
県
）

中
野　

真
弘　

様
（
大
阪
府
）

西
野　

清
喜　

様
（
兵
庫
県
）

野
本　
　

茂　

様
（
愛
知
県
）

橋
本　
　

愛　

様
（
兵
庫
県
）

橋
本　

隆
弘　

様
（
大
阪
府
）

松
岡　

孝
次　

様
（
石
川
県
）

三
浦
治
三
郎　

様
（
大
阪
府
）

水
沼　
　

一　

様
（
東
京
都
）

山
下　
　

晋　

様
（
神
奈
川
県
）

和
氣　

勝
人　

様
（
大
阪
府
）

匿
名
で
の
ご
寄
付　

15
人

（
50
音
順
・
12
月
28
日
現
在
）

　

本
市
で
は
、
引
き
続
き
ふ
る

さ
と
納
税
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ご
寄
付
い
た
だ
い
た

人
全
員
に
、
大
洲
城
や
歌
麿
館

の
無
料
観
覧
券
を
、
ま
た
、
市

外
在
住
で
１
万
円
以
上
の
寄
付

を
い
た
だ
い
た
人
に
は
大
洲
市

の
特
産
品
を
お
送
り
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

市
外
や
県
外
に
お
住
ま
い
の

ご
家
族
、
お
知
り
合
い
に
、
ふ

る
さ
と
納
税
制
度
を
ご
紹
介
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

寄
付
の
方
法
な
ど
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
大
洲
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
調
整
課
企
画
係

☎
㉔
１
７
２
８
（
直
通
）

ふ
る
さ
と
納
税
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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4○

放課後児童クラブ入会申込のご案内
　平成23年度より、放課後児童クラブは喜多児童クラブを移転拡大するとともに、新たに５か所のクラブを
開設します。
　４月からの放課後児童クラブ入会について、次のとおり入会申込の受け付けを行います。

⑴入会申込書受付期間
　２月10日㈭～２月28日㈪
⑵入会申込書受付場所
　社会福祉課子育て支援室（５階）
　※入会申込書は、受付場所に備え付けてあります。
　 　また、対象校区の新２・３年生の保護者には各学校から、新１年生の保護者には、各学校の入学説明会
で配付します。

⑶放課後児童クラブへ入会できる基準
　平成23年度小学校１～３年生のうち次に該当する児童
　　①保護者が仕事などのため昼間保育する人が家庭にいないこと。
　　②保護者が午後６時までに、児童を迎えに来ることができること。
⑷入会募集クラブ

⑸クラブ実施時間および休業日
　①クラブ実施時間
　　・通常授業日　　　午後２時～６時
　　・学校長期休業期　午前８時～午後６時
　　※午前中授業の場合などは授業終了時より保育します。
　②クラブ休業日
　　・土曜日（長期休業中を除く。）、日曜日および国民の休日に関する法律に規定する休日
　　・８月13日～８月15日
　　・12月29日～１月３日
⑹入会の決定
　提出書類の審査をして入会を決定します。入会決定通知書は３月中旬ごろに各家庭へ送付する予定です。
⑺添付書類
　勤務証明書（入会申込書と一緒にお渡しする様式をご利用ください。）
⑻保護者負担金
　１人につき月額　5,000円（８月のみ10,000円）
⑼その他
　申込者が定員を超えた場合は、保育の必要性が高い児童を優先します。

【問い合わせ先】
　社会福祉課子育て支援室　☎24－5718（直通）

平成23年度

クラブ名 定　員 実施場所 対象校区
大 洲 児 童 ク ラ ブ 45人 旧 図 書 館 大 洲 小 学 校
喜 多 児 童 ク ラ ブ 47人 喜 多 小 学 校 喜 多 小 学 校
平 児 童 ク ラ ブ 32人 小 鳥 越 集 会 所 平 小 学 校
粟 津 児 童 ク ラ ブ 20人 粟 津 小 学 校 粟 津 小 学 校
長 浜 児 童 ク ラ ブ 38人 長 浜 小 学 校 長 浜 小 学 校
中 野 児 童 ク ラ ブ 20人 中 野 小 学 校 中 野 小 学 校

【放課後児童クラブとは】
　空き教室などの施設を利用して、放課後に保護者が家庭にいない児童の健やかな育成を目的として、
遊びや生活の場を提供するものです。
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